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園児紹介

　秋の山野草展（主催：球磨川山野草愛好会、清
水正秋会長）が１１月８・９日に岡原保健センター
でありました。寒蘭が１２０鉢出展されましたが、
今年は天候が悪く花も小さくあまり良くなかった
と言うことでしたが、会場に入ると香りも良く沢
山のお客さんで賑わっていました。来場者の中に
は、奥さんが湯前町出身という縁で毎年岡山県か
ら参加されているご夫婦もいらっしゃいました。
総合優勝には、村田大作さんの、神

しんきょく
曲（写真右）

が受賞しました。

今年も多くの寒蘭が出展
　今月１日から３日まで開催された「２０１４第
６回スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナ
ルゲーム・福岡」に多良木中学校３年の前田涼平
君が、熊本県の代表として出場され、結果報告を
兼ねて同町の松本照彦町長を表敬訪問しました。
前田君は陸上競技の１００メートル走と、４人 ×
１００メートルリレーに出場。結果は１００メー
トル走は惜しくも４位とメダルを逃しましたが、
４人 × １００メートルリレーでは第３走者を務め、
見事金メダルを獲得しました。
　スペシャルオリンピックスとは、知的障害のあ

る人たちに様々なスポーツトレーニングと、その成果を発表する国際的
な競技会。この結果も素晴らしいですが「自立を目指し、輝く場を提供
する」ことを目的とする同大会に出場するこ
とで、前田君は大きな自信を得ることができ、
同席した母・博美さんも「大きな成長。とて
も変わってきた」と、話されていました。松
本町長も「今後も積極的に（大会などに）参
加することで、自身の励みにして欲しい」と、
更なる活躍を期待されていました。また前田
君も「人と話す機会が多かったので、帰って
きて友人と話せるようになったのが良かった。
勇気が出た」と語っていました。

金メダル獲得おめでとう !!

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

　秋晴れの天気に恵まれた１１
月４日〜６日の３日間、本校中
学部では多良木中、あさぎり中、
球磨中の特別支援学級の生徒、
及び、多良木町の古友会の方々
とグラウンドゴルフを通した交
流会（交流及び共同学習）を行
いました。グラウンドゴルフは
二人一組で交互に打つ、特別ルー
ルで行いました。見事ホールポ
ストにボールを入れると、笑顔

でハイタッチをするなどお互いに喜び合う姿がとても印象的でした。
また、ホールインワンを出す生徒もおり、会場全員から拍手と歓声が
聞かれました。古友会の方からは手を取って教えていただく場面もあ
り、心温まる交流会となりました。
今回の交流会に向け、本校生徒は
案内状や歓迎の意を表す看板を作
り、また当日は司会進行等も行い
ました。自分達で交流会を計画す
ることで、より意欲的に活動する
姿が見られました。
　今後も地域の方々との交流及び
共同学習を計画していきたいと思
います。

交流会をしよう
多良木町立第一保育所

きく組　１６名　担任　川越 こずえ先生
                               　 吉鶴 みどり先生
おしゃべり大好きで、元気いっぱいの子ども達です。
今は、最後の発表会に向けて毎日練習をがんばってます。
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

たらぎ文化財カルタ

「多良木町菅原神社」　　多良木　中原
　『天神さん』と親しまれている天神社は、湯前境にあり境内の東側
を幸野溝が流れています。天神社は、幸野溝開削の翌年の宝

ほうえい
永３年

（1706）に高橋政重によって創立されています。元文６年（1741）
以後数回造り替えられていますが、隣接する福

ふ く で ん じ
田寺とともに幸野溝開

削によってできた新田村の中心の場所に造られました。もともと天神
社は、地域の天災地変や病疫除けの守り神として勧

かんじょう
請される神様です。

ですから新田村の守り神として鎮座されたものですが、新田村は寛政
１年（1789）に湯前、久米、多良木に分割されています。天神社の
鳥居は享保１２年（1727）に、宮司大

お お が
神氏、村講中主

ぬしどり
取等１９人によっ

て造られています。
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ひのくにピカピカ運動のお知らせ
熊本県下全域では
　「ひのくにピカピカ運動」
　　　　　　を実施中です

１　運動の期間
　　平成２６年１０月１５日〜平成２７年２月２８日
２　推進重点
　○ 歩行者は・・・
　　 反射材の活用と明るい服装でドライバーから目立つ
　　 ようにしましょう
　○ 車は・・・
　　 夕暮れ時には前照灯を早めに点灯し、自車の存在を
　　 周囲に知らせましょう
　　 前照灯の上向き下向きこまめな切り替えで歩行者の
　　 早期発見に努めましょう　

　熊日童話会球磨支部（那須律子会長）が主催する「第６２回熊日童
話会　秋の童話まつり」が今月１５日に、多良木町多目的研修センター
で開催されました。「おはなし好きな人いらっしゃい！」の呼びかけの
もと、今年度は「自分の個性にあったお話（民話を含む）を深めよう」と、
テーマを掲げ活動されてきました。今回も多良木町内の各小学校代表
４名による童話発表、支部会員のお話や、パネルシアターにマジック
ショー。久米小学校
器楽部のハンドベル
演奏、第一保育所園
児による和太鼓の披
露など、多彩なプロ
グラムが用意されて
おり、聴衆らを楽し
ませました。その中
でも童話発表は年々
レベルアップしてき
ており「人権や命の
大切さなどをテーマ
に選ぶ児童が多いが、発表を聞いて涙を浮かべる方も多かった」と、
同副支部長の村山悦子さんも、発表レベルの高さに目を細めておられ
ました。また冒頭に多良木町から、図書行政について２点報告があり
ました。まず平成２５年度に町の図書室から本を３００冊以上借りた
方が３名、２００冊以上が６名、１００冊以上が３８名と、図書室利

用者数の増加がみられているそうです。続い
て童話発表者の１人である、黒肥地小学校６
年生の瀬戸山心香さん ( 写真左 ) が、先月開
催された「第５３回熊本県児童発表大会」で、
見事「熊本県学校図書館協議会長賞」を受賞
されたそうです。「本離れ、活字離れ」が叫ば
れていますが、多良木町の図書事情は非常に
活気づいているようです。
皆さんもまずは１冊いかがですか？

おはなし好きな人いらっしゃい！

　１１月１２日に、
専立寺保育園（季
平聖也園長）きら
きら館にて、命の
大切さを学ぶ教室
が 行 わ れ ま し た。
人吉保健所の職員
さんによる講習で、
熊本県の取り組み
のひとつとして開
催されました。全
国的に小さい子供
達が犬に噛まれた
りするなど、飼い

犬や動物（ペット）によるトラブルが多発するなか、「犬の扱い方を学ぶ」
と題して、保健所の職員さんに詳しく、丁寧に教わりました。園児達も、
犬の触り方やマナーなど真剣に聞き、実際に職員さんが連れてきた犬
の扱いがとても上手になりました。指導にあたった人吉保健所の吉島
さんは、「動物も人間が怖い。
間違った接し方をすればびっく
りして噛んだりします」「マナー
を守れば大丈夫」と話されてい
ました。
　また、園長の季平さんは「人
から命の大事さを教わることは
あるが、実際に動物にふれあい
命の大切さを学ぶことは、とて
もいい経験です」と今回の講習
に感謝されていました。

命の大切さを学ぶ


